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わたしの名
な

前
まえ

はマリーです。

ケーキが大
だい

好
す

きです。

将
しょう

来
らい

はパティシエになりたいです。
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フランスにはおいしいケーキが

たくさんありますから。

夏
なつ

休
やす

みに、

日
に

本
ほん

のおじいちゃんのうちへ行
い

きます。

おじいちゃんはどら焼
や

き屋
や

さんです。

おじいちゃんのどら焼
や

きは、

世
せ

界
かい

でいちばんおいしいです。

エクレア・

オ・ショコラ

ルリジューズ

フレジエ

マカロン

タルト・オ・シトロンフォレ・ノワール
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「ただいまー」

「おかえりなさい、マリー」

「おじいちゃん、どら焼
や

きの作
つく

り方
かた

を

教
おし

えて」

「ああ、いいよ」

まず、あんこを作
つく

ります。

それから、皮
かわ

を焼
や

きます。
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「ほら、できあがり」

「やっぱり、

おじいちゃんのどら焼
や

きはおいしい」

次
つぎ

はマリーの番
ばん

です。

皮
かわ

はふわふわ柔
やわ

らかい。

あんこはしっとり甘
あま

い。 パンケーキ

どら焼
や

き

ハートどら焼
や

き

はちみつどら焼
や

き

ドラジェ

どら焼
や

き

いちごどら焼
や

き

モンブラン

どら焼
や

き
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「おじいちゃん、

わたしのどら焼
や

きをどうぞ」

おじいちゃんは、一
ひと

つ食
た

べました。

「うん、おいしい！」

「いいにおい」

「おいしそう」

近
きん

所
じょ

の人
ひと

たちが来
き

ました。

「どうぞ、めしあがれ」

でも、これは

どら焼
や

き？
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「いただきます！」

「チョコレートどら焼
や

き、最
さい

高
こう

！」

「桜
さくら

のどら焼
や

き、いい香
かお

り」

「あんこのどら焼
や

き、おいしい」

「むかしの味
あじ

、なつかしい」

「おじいちゃん、

みんなで食
た

べると楽
たの

しいね」

「そうだね」

おじいちゃんは思
おも

いました。

マリーのどら焼
や

きは新
あたら

しい。

いろいろなどら焼
や

きは

とてもおもしろい。
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「マリー、

あしたもたくさんどら焼
や

きを作
つく

ろうね」

「うん！

あしたはどんなどら焼
や

きがいいかなあ」



マリーとおじいちゃんのどら焼
や

き

2025 年 11 月 20 日初
し ょ は ん

版発
は っ こ う

行
作
さ く

　長
は せ

谷川
が わ

美
み

穂
ほ

絵
え

　miki

発
は っ こ う じ ょ

行所　国
こ く さ い こ う り ゅ う き き ん

際交流基金パリ日
に ほ ん ぶ ん か

本文化会
か い か ん

館日
に ほ ん ご

本語事
じ ぎ ょ う ぶ

業部　　

作
さ く

　長
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谷川
が わ

美
み

穂
ほ

東
と う

京
きょう

生
う

まれ。現
げ ん

在
ざ い

パリ郊
こ う

外
が い

在
ざ い

住
じゅう

。
語

ご

学
が く

学
が っ

校
こ う

や大
だ い

学
が く

で日
に

本
ほ ん

語
ご

を教
お し

えています。
猫
ね こ

と遊
あ そ

ぶのが大
だ い

好
す

きです。

絵
え

　miki
フランス生

う

まれ。現
げ ん

在
ざ い

京
きょう

都
と

在
ざ い

住
じゅう

。
夜
よ る

、絵
え

を描
か

くのが好
す

きです。

編
へんしゅう

集　蟻
あ り す え

末 淳
じゅん
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